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七重勧業試験場之その周漫

秋 庭鉄 之

七重勧業試験場が本道の開拓に費しすこ

功績は大きいの本道の開発策が東京，七

重，札幌の各試験場の設置から行われずこ

のすごから，当然であるが，鮭の人工騨化

も矢張りその各部のなかで一応は試みら

れていゐ。 t:::t-::'，本誌の前号沿通じて紹

介しずこように東京と札幌の場合は試験だ

けに終つhが，七重の場合は事業の実施

に結びつき，七重そ通じて茂辺地の騨化

社が設けられ，及部に出来，遊楽部川に

は天然繁殖のための種育場がつくられ，

谷好，知内と発展して行ったごとで，後

に千歳や中心に発展し七当時の経緯とは

別に-'0の中心となったの

士重勧業試験場

この試験場の沿革，規模は青史にも明らかな

のでここにはふれなし、。ただ関係のある明治

12年の状況を述べておく。

植物園 163町5反21歩6歩8麗

似場 259町7反6畝 18歩

樹林 80町 1反8畝 2与歩9厘

検場 134町3反6畝 28歩

計 1，257町6反9畝 22歩8分 5厘
(家屋，貸地，未開地，湿地等を含む〉

この他大野村に約307町，桔梗村に約 1，423

町の試験地をもづていた。

「北海道誌」という雑誌があるの明治

12年4月11日に初号が向ており， 毎月

2同の発行が予定されずこのなにしろB5

版という小さなもので10枚位の紙が袋

綴じになっているの話回版本ではあるが，

内容はいくらも入らない。恐らく津国仙

氏の「開拓雑誌」と同様なもの7三つhの
ではあるまいかの

両者とも|開拓事業の進歩を徴すべき事項を

網羅採集」すべく刊行された。

0北海通誌，宮村直義編輯， 1冊 3銭，函館
市大町北浜社内日調社から発行された。恐

らく明治 12年だけで終刊したものと思わ

れる。

0開拓雑誌，津田ウメ万自の厳父，津田{山氏
の編集発行になるもの，明治22年5月創

刊， 6号で終刊。

との雑誌の第7号(明治12年7月13

日発行)に面白い記事があるの恐らく，

本道で解化事業が世に紹介されすこ最初の

ものと思われ，今はごの雑誌もまったく

珍らしい存在になっているので原文のま

ま摘げておく円

，!ltQ>!，tご
七重勧業試験場在勤迫田六等属が鮭卵
島えず

ヲ瞬化シタル試験ノ景況ヲ得タ νパ共

概略ヲ左ニ掲グ

咋明治11年中函館支庁管下渡島国上磯

郡茂辺地村ニ抵リ該村ノ河口ニテ捕獲シ

タ}v所ノ鮭魚ノ雌雄数Eヲ捕へ放養シ産



卵ノ;朗ヲ点検ス Jレニ皆成熟ス Jレニ由リ先
L~ ゅう宮よ

ヅ魚卵ヲ器中ニ搾リ叉雄魚ノ精液ヲ同器
しぼりい 芝りのは担

ニ搾入レ羽毛ヲ以テ魚、卵ヲ傷害セサ、lレ様

姥枠スレパ精液卵ニ粘着ス即チ感受ノ頗

1レ堅実トナ 1レ而シテ大凡30分時間静定
モろモろ

~.置キ後チ清水ヲ卵ニ触レサゴ Jレ様徐々注
げいしゃ

入シ傾潟スノレ事両3度ニ及プ即日七重試

験場へ担送セリ尤モ運搬ハ交合ノ後3週
かうかん

日ヲ経テ移送ス可シト雑モ当道ハ泣寒ノ

地ナレパ卵ノ氷結セン事ヲ恐レテ直子ニ

運搬ス其輸函ノ;装置ハ平底ニ「フラキル」

ヲ敷キ其上ニ卵ヲ並列シ該函ヲ重キ卵ノ

振動セザJレ様外面ヨワ木綿ヲ以テ包ミ担
t.ふ~"う

送セシニ死卵卒レナリ即チ瞬場ニ納メ湧

水ノ冷温ヲ計Jレユ 52皮ニ昇リ共ヨリ気

候漸弐寒烈ナリシガモ僅ニ 1度ノ降差ア
か?と

Jレノミ日数50日ニテ発産ス又死卵ノ形

状ハ始メ白色ノ IJ、点ヲ見日ヲ経1レニ従ヒ
げい

徽ブ生ス Jレ者ナレパ速カニ除去セリ若シ

等閑ニシ置クトキハ健卵ニ感染ス Jレアリ
をう

健卵ハ日ブ逐テ透明膨脹シ益々堅実トナ

リ然シテ連日発胞シ全ク 2週日ニシテ残
ちゅうそ

Jレ処ナク発産ス此際虫鼠ニ坊害サレ既ニ

3分ノ 2ヲ失へリ現今生存スル者ハ 14
す<1l:

尾未満ナリト雄モ発生後ハ弊魚寡ク又発

生ノ後25日ヲ経テ食餌ブ与へタ Jレニ浮
けふきつ

滋シア競喫ス凡ソ 4週間養育セシム Jレニ

魚児巳ニ 1寸2分余ニ成長セリ餌ハ鶏卵
きなみ

J ~員二分ト数ノ細粉トヲ投与ス

この記事は事実で，記録によれば七重

勧業試験場で行うた試験はワぎのとおり

であるf
明治11年 12月j 茂辺地川で9000粒

を採卵し， 14年まで飼育しすこ。生存

数約100尾。一
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明治11年10月，遊楽部J11で鱒卵300

粒ぞ採卵し， 14年まで飼育。生存数

約 50尾。

明治12年 11月， 茂辺地川で約10，00

0粒を採卵し，魯d田川へ放流。その

数約2000尾。

明治13年 11月， 茂辺地川で約10.0

00粒~採卵し，久根別JIIへ放流。そ

の数約3000尾。

明治14年 11月，茂辺地川で約6000

粒探卵し，僻化試験。

脅註前号に弓!用した「開拓使事業穀告」第3

篇物産，に詳しし、。

ごうしず三試験に併行して，茂辺地が積

極的に事業化に乗り出し，屡々試験場に

適当な技術者ぞ派遣してほしいと申出た

が実現せず， 遂に明治12年， 事業の発

起者である酒井宮弐郎氏が七重に出かけ

技術の教習ぞ受けた。ここで設立された

のが鮭魚僻化社で，本道最古の瞬化事業

の設立となったわけで・ある。

前定書「開拓使事業報告」には次のように記

さオしてし、る。

茂辺地JI1ハ従来鮭漁頗ル盛ナリシニ近歳漁獲
大ニ波ス因テ 12年村民相与ニ謀テ鮭魚婚化

社ヲ設シト詣フ乃チ委員ヲ派シ勝化方ヲ教示

シ勝イヒ所ヲ設ケ 12月鮭卵凡ソ 10万粒ヲ育養

セシニ死卵甚多ク勝化スル者凡ソ 7万尾長ス

Jレ寸余ニジテ茂辺地川に放テリ 13年 11月鮭

卵凡ソ 17万粒ヲ採リ瞬化凡ソ 10万尾是本年

寒気殊ニ厳ニシテ池水常ニ氷結スJレニ因ル其

長スル寸余に及テ茂辺地川ニ放テリ

茂辺地に瞬化場が設立され七翌日年

には及部村にも設立されず三。

ごとに藤村信吉氏の調査による両解化

場の概要や記すと，



業諌員，三回己蔵

関沢明清が日本へ持ち込ん冗「人工瞬

化法」は那珂川ぞ最初にして涯原の火の

ごとく拡がつにが，その浸透の度合は東

京官園身除けば，ごの当時の七重にそれ

程の影響があっ7ことは思えない。
ごうし七初期の頃司しかも鮭漁衰退の

兆もすでにみえていすこの記から，広く本

道の勧業に費すべく経費ぞおしまなかっ

七官側が，斯業の大御所で・あっ1::三面Jll

に吏員ぞ派遣するごとも当然であつにし

早急本道にも実施に移そうとし七ごとも

容易に推定出来る。

そしてごの頃なお人工解化が天然繁殖

の保護より重視されなカ、つに理由l久明

治11年以降13年までの試験結果は全く
不良で，前記し七ものにも窺われるよう

に，騨化成績は20-30%，しかも寒冷
の季に茂辺地まで往復する不便は並大抵

でなかっfちから，担当する者も労多くし

て益少なしと感じ七ものと思われる。

その後明治17年9月4日J日間の会
(註)

期で水産談話会が聞かれf之が，ごの頃に
なると当時の函館県の関係者が如何に天

然繁殖の法ぞ図ろうとしていhかがわか

る。
(言主〉 析から農商務省、が全国に技師を派遣し

ていたが，当時函館へは東北の各県を巡回

して来た松原菊は助(同省御用掛〉が来県

し，この機会に函館地方の水産談話会が設
けられたもの。会場は元町師範学校，参会
員は地方の 7.k産関係有志49名。当時の勧
業課長は二木彦七である。

会議には多くの議案が出されず之が， 2 

番目として「種JIlノ制度ヲ設クル/可

否」が討議されずらごの提案は勧業課員

である井深基からなされ，遊楽部川に試

みfことごろ「僅々三年ニシテJ実効があ

五一名[茂辺一点「及 部

上磯郡 I i時 ij郡
茂辺地字御前7kI福山及都字中7k
湧7K稲津澄ヲ合
iぷ

300万迄

f 40~45 度

甲12坪乙lラ坪

以上が人工僻化に注がれず三試験である

が，官側の傾向としてはむしろ人工瞬化

よりも天然繁殖の方に注意そ向けていずこ

のではないかと息われるふしがあるの

いわゆる育種場の設置は三面川から遊

楽部川への直移入という形で行われ1::。

以下「開拓使事業報告」によるの

屯〔鮭魚育種〕
く匙〉

12年11月委員ヲ新潟山形2県ニ派シ養

魚、方ブ視セシメ 13年越後国岩舵郡三面

川養魚、方ニ倣ヒ山越郡山越内村民ニ識シ

遊楽府川鮭魚、育種場ブ設ナ移住人ヲシテ

之ヲ監守セシム其位置遊楽部川口ヲ距Jレ

20町許川中 78町許ヲ区画シテ上流ニ密
柵ヲ樹テ魚、ノi斥Jレヲ防ギ此内ニ於テ魚、児

ヲ産セシム 1週間毎ニ区画ノ下流ブ塞キ

老魚、ノミブ捕へ叉共下流ブ開テ更ニ下流

ノ;魚ヲシブ区画中ニ入ラシム其海口ヨリ

i斥1レヲ妨サル為メ本川海ニ入lレJレ処ノ:左

右i200間内ユ於ア建網ヲ用テ漁捕ス Jレブ
禁ズ此ノ如クシテ毎週間老魚、ヲ捕Jレ10
回2755尾ヲ獲タリ監守人ノ報告ニ拠レ

ハ育種場ニ産卵セシ種魚、凡ソ 4，5千尾

ニ下ラズ其魚、児翌歳3月二五リ長ス Jレ事

1寸余其幾千万ナルヲ知ラス地方人民未

ダ曾テ見聞セサ1レ所ト云育種トノ効以テ観

Jレ可シ 14年ハ老魚、ブ捕Jレ12回ニシテ2
891尾ヲ獲タリ
註 ここで派遺した委員とL、うのは函館県勧
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湧7.Kf事?査少シ

100万迄

f 42度

20坪

置

質

量

温

坪

水

水

建

7k 



がっているので，各都にも種川~設けt:

い，とするもので，三回己蔵は三面はじ

め種々の例証ゃあH"，人工騨化の効少き

や説明して早急種川の法治採用すべきで

ある， と力説している。

この時の巡回教師松原新之助は三面川

iLついての研でほ第二天者で，すでに
~ 一一種塑堅主主空芝をこヨ望号会
も無形の支援~受けていすこに違いなk 、i

R高7τ碩 l事業課示五日品種
川のf隣市地は相当の数f三つk。現存して
いる公文記録ではつぎのような河川名が

みられるの

亀岡郡銭亀沢川，下湯ノJII
:1-:磯部上磯川，戸明地川，木古内川

知内川

松前郡福島JII，清部川，江良町川

檎山郡上国川，土場川(柳容川〕

爾志郡小茂内川，相市内川，ナンニ

チJlI

瀬棚郡登志別川

{i;lI香取都 千走川，泊川，大平川

吋寿都郡志太川

磯谷郡尻別川

山越郡長万部川〔咋17年設置之儀

許可倫ホ実際巡視ノ見込〕クンヌ 4

JII 
茅部郡落部JlI(本年設置/儀許可尚

ホ実際巡視の見込〕野田追川

(註〕以上の記載は当時の公文記録によるも

の。〔取載録)719， 明治 18年1月以降，

鮭;魚種育場境界設置河川とある。

これらの川はある程度実施されにもの

ど思われる。まt:，ごのほか談話会では

石崎JII，館川，安野呂JII，茂辺地川，尻
岸内川の名もあげられており，積極的な

実施がはかられず三のしかし，今にして明
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らかに記録の跡がよまれるのは遊楽部川

ぞ別にして落部川程度で他の河川はみる

べき事績がなかっにょうである。

(後記〕

一つの例であるが，茂辺地の採卵成績

は必ずしも正しいとは思えないの萎ま考に

事業の正式な報告書である「北海道鮭鱒

人ヱ解化事業報告J(藤村信吉，北海道
庁内務部水産課発行，明治27年6月初

日〕についてみると，

(棚数) I茂辺地 i及 部

明治 13年

グ 14.fド

140，000 

270，000 

100，000 

200，000 

となっており，大分差異があゐ。しかし

との史料の項で扱っている筆者の態度と

してその是非ぞ論ずる意図も余裕もな

いの求めるごとが困難となっている多く

の費料治系統的に少しでも世に出せれば

というごとで資料ぞ集め，卑才な解題ぞ

試みている弐第であるn 今後もあり得る

と思われるので誌上ぞかりてお断りす

ゐ。

く資料係長，事務室〉
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